
【歴史】第６章「近代の日本と世界」（Ｐ１５１～１８６）

基 本 的 な 学 習 内 容 ⑥

２年 氏名（ ）

【激動する東アジアと日清・日露戦争 ①】 （教科書Ｐ１６６～１６７）

① １８６９年に開通した、地中海と紅海を結ぶ ①
運河

運河は何か。

② 武力によって植民地支配を広げようとする考 ②

え（動き）を何というか。

③ 日本が近代国家をめざす上で、外交上もっとも解決しなければならなかった

課題は何か。簡潔に述べなさい。

④ ③を解決するために、日本は欧米の風俗や習 ④

慣を取り入れる政策を行った。これを何とい

うか。

⑤ ④の政策の一環として、外国人を招いた舞踏 ⑤

会がたびたび行われた。その場所はどこか。

⑥ ③の課題解決のきっかけとなった、 ⑥

イギリス船の沈没事件は何か。

解 答

帝国主義

スエズ

欧化政策

鹿 鳴 館

ノルマントン号事件

例 江戸時代に結ばれた不平等条約を撤廃し

て、欧米諸国と対等な関係になること。



⑦ ⑥の事件をきっかけにして改正された内容を簡潔に述べなさい。

⑧ ⑦の改正が最初に行われたのは、西暦何年か。 ⑧
年

⑨ ⑦の改正を最初に交渉した相手国はどこか。 ⑨

⑩ ⑦の改正の交渉に成功したときの外務大臣は ⑩

誰か。

⑪ １９１１年に改正された内容を簡潔に述べなさい。

⑫ ⑪の改正を最初に交渉した相手国はどこか。 ⑫

⑬ ⑪の改正の交渉に成功したときの外務大臣は ⑬

誰か。

イギリス

陸奥 宗光

１８９４

アメリカ

小村 寿太郎

治外法権（領事裁判の制度）の撤廃

関税自主権の回復


